










現在,わが国で全国的規模で実施されている新生児先天性代謝異常マス・スクリーニングに

用いられる炉紙乾燥血の有効利用の端として,新生児ヘモグロビン変異種のマス・スクリー

ニングを計画してきたが,昨年度までに特定の変異種に対するマス・スクリーニング方法を

確立し,その試行にも成功した(昭和 57年度研究報告書 113 頁参照)。しかしながらこの成

果をさらに発展させて，ヘモグロビン変異種を対象とするモニタリングに結びつけるには,

どうしても発見された変異種の構造決定が必要である。しかも,方法論的には従来の構造決

定法と較べてはるかに感度,精度ともに高い方法が要求され,いずれは炉紙乾燥血をそのま

ま試料として構造決定しうる方法の開発が大きな目標である。この要求に応えうる技術は

現在のところ限られており,その一つはわれわれ自身の開発した質量分析を用いる構造解

析法である。 

今年度は,この方法を用いて昨年度の試行で見出された構造未知のγ鎖変異種の構造解析

をおこなうとともに,炉紙乾燥血をそのまま試料とする構造解析法の可能性について検討

をおこなった。 


